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中小企業景況調査結果（平成３１年１～３月期）

中小企業の業況は、わずかに低下状況にある。
　山口商工会議所では、管内中小企業９８社を対象に景況調査を実施し、このほど平成３１年１～３月期実績と４～６月期見通しについての調査結果（回答数８１
社、回答率８３％）をとりまとめた。本調査は、３ヶ月毎に年４回行っている。
　全業種のＤＩ値に見る業況判断動向を前期と比較すると、前期の▲２６％から▲２７％と僅かに低下した。業種別にみると、製造業は▲２９％から▲１１％と上昇
しており、来期は１３％と大幅に上昇の見通しである。建設業は▲１４％から０％と大幅に上昇し、来期も９％と上昇の見込みである。小売業は▲４２％から変わらず、
来期は▲２７％と大きくマイナス幅縮小の見通しである。サービス業は▲１４％から▲２７％と低下しており、来期は▲３０％と僅かに低下の見通しである。
　今回調査では、全業種で売上が低下傾向にあり、前回調査と正反対の結果となっている。仕入単価は業種によって状況は大きく異なっている。
　新規設備投資について、今期中に設備投資を実施した企業は全体の１６％、来期設備投資を実施予定の企業は１６％であった。経営上の問題点については、製造
業では上位３位の項目は前回と同様であった。また、建設業では下請業者の確保難、小売業では販売単価の低下・上昇難、サービス業では店舗施設の狭隘・老朽化
が上位にあがってきている。

◆業況DI値（今期の状況）

◆産業別業況判断DI（前３期からの推移と来期見通し）

◆全産業DI項目別比較（前３期からの推移と来期見通し）
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◆経営上の問題点

【今期設備投資】

【来期設備投資計画】

◆新規設備投資（今期実施・来期計画）

１位
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※ＤＩとは、ディフュージョン・インデックス（景気動向指数）の略で、各調査項目についての増加(好転)企業割合から減少(悪化)企業割合を差し引いた値を示す。
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